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平成 16 年 12 月 15 日 

 各   位 

 
東京都中央区新川一丁目 26 番２号 
株 式 会 社 サ ン ・ ジ ャ パ ン 
代 表 取 締 役 社 長  李  堅 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード ２３１５） 
問い合せ先：経営企画室 近衛 伸賢 

℡ 0 3 - 3 2 0 6 - 1 9 8 0（代表） 

会社分割による持株会社移行および商号変更に関するお知らせ 

当社は、平成16年12月15日開催の取締役会において、平成17年４月１日（予定）を期して、下記のとおり

会社分割により当社のすべての営業を新会社へ承継させ、純粋持株会社へ移行することを決定いたしました

ので、お知らせいたします。 

本分割後、当社は商号を「株式会社ＳＪホールディングス」へと変更し、引き続き上場会社となる予定で

あります。 

記 

１．会社分割の目的 

当社グループは、情報サービス事業において、独自のシステム開発ノウハウの蓄積を行うことにより、

お客様が必要とする「短納期・高品質」なサービスをリーズナブルコストにより提供してまいりました。 
今般、日本はもとより世界の激変する経営環境、市場環境に対応し、真のグローバル化実現のため、

株式会社ティー・シー・シー及び株式会社アイビートとの経営統合を行い、新たな成長ステージへ進む

判断をいたしましたが、その経営統合効果を早期に発揮させるため、当社が会社分割により持株会社と

なり、持株会社の下に国内６社、海外３社の連結子会社を有する体制に移行することといたします。 
これにより、高い開発力を持つ新設会社サン・ジャパン、高いコンサルティング力を有する株式会社

ティー・シー・シー、強い事業基盤を有する株式会社アイビートが持株会社の下で有機的関係に置かれ

ることとなります。 
グループ全体のガバナンスは持株会社が担い、持株会社の下、各会社は特色を打ち出しつつ各会社間

のシナジーを最大限に発揮させ、品質・価格・納期における競争力の飛躍的向上と積極的な海外展開を

戦略的に推進していくことで、競合を凌駕する新たなビジネスモデルを構築していきたいと考えており

ます。 
 

２．会社分割の要旨 

(１) 分割の日程 

分割計画書承認取締役会   ： 平成16年12月15日 

分割計画書承認臨時株主総会 ： 平成17年２月15日（予定） 

分割期日          ： 平成17年４月１日（予定） 

分割登記          ： 平成17年４月１日（予定） 
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(２) 分割方式 

① 分割方式 

当社を分割会社として、新設する「株式会社サン・ジャパン」（以下「新設会社」という。）に

事業を承継させる分社型の新設分割（物的分割）とします。 

 

② 当該分割方式を採用した理由 

純粋持株会社に移行できる分社型新設分割としました。 

 

(３) 株式の割当 

① 株式割当比率 

本分割に際して新設会社の発行する普通株式2,000株は、全て分割会社である当社に割り当てられ

ます。 

 

② 株式割当比率の算定根拠 

新設会社は当社の完全子会社であり、また本分割は上記（２）①のとおり物的分割であるので、

割り当てられる株式の数にかかわらず当社の純資産額に変動はありません。このため、当社株主

は直接影響を受けないことから、双方の協議により割り当てる株式の数を決定しました。 

 

③ 第三者機関による算定結果、算定方法及び算定根拠 

上記②の理由により第三者機関による算定は行いません。 

 

(４) 分割交付金 

分割交付金の支払いはありません。 

 

(５) 承継会社が承継する権利義務 

新設会社は、当社の資産、負債、一切の債権債務、及び出向者を含む全労働者の雇用契約その

他の権利義務、並びに契約上の地位の全て（但し、本件分割に係る平成16年12月15日付分割計画

書において別段の定めがあるものを除く。）を、当社から承継いたします。 

なお、債務の承継については、重畳的債務引受の方法によるものとします。 

 

(６) 債務履行の見込み 

① 当社 

当社の直近の貸借対照表を基礎として、分割後の当社の資産、負債及び純資産の額を算定したと

ころ、債務の履行を確保するために十分な純資産が存在すると見込まれること、並びに今後の事

業展開等を勘案し、当社の負担すべき債務の履行の確実性には問題が無いものと判断しておりま

す。 

② 新設会社 

当社の直近の貸借対照表を基礎として、分割後の新設会社の資産、負債及び純資産の額を算定し

たところ、債務の履行を確保するために十分な純資産が存在すると見込まれること、並びに今後

の事業展開等を勘案し、新設会社の負担すべき債務の履行の確実性には問題がないものと判断し

ております。 
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(７) 承継会社に新たに就任する役員 

① 取締役 

李 堅、琴井 啓文、周 誠、我妻 雅仁、高瀬 美佳子の５名といたします。 

② 監査役 

牧田 啓、大山 昇、鈴木 一郎、増田 輝夫の４名といたします。 

 

３．分割当事会社の概要 

(１) 商 号 株式会社サン・ジャパン 

（分割会社） 

(㈱ＳＪﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽに商号変更予定)

（平成16年９月30日現在） 

  株式会社サン・ジャパン 

（新設承継会社） 

 

（分割後の予定） 

(２) 事 業 内 容 システム開発事業を中心とした「情報

サービス業」 

システム開発事業を中心とした「情報

サービス業」 

(３) 設 立 年 月 日 平成元年７月14日 平成17年４月１日 

(４) 本 店 所 在 地 東京都中央区新川一丁目26番２号 東京都中央区新川一丁目26番２号 

(５) 代 表 者 代表取締役社長 李 堅 代表取締役社長 李 堅 

(６) 資 本 金 985百万円 100百万円 

(７) 発 行 済 株 式 総 数 84,340株 2,000株 

(８) 株 主 資 本 3,021百万円 1,932百万円 

(９) 総 資 産 4,709百万円 3,450百万円 

(10) 決 算 期 毎年３月31日 毎年３月31日 

(11) 従 業 員 数 135名 135名 

(12) 主 要 取 引 先 NTT ｺﾑｳｪｱ株式会社 

ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸ･ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ株式会社 

株式会社電通国際情報ｻｰﾋﾞｽ 

NTT ｺﾑｳｪｱ株式会社 

ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸ･ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ株式会社 

株式会社電通国際情報ｻｰﾋﾞｽ 

(13) 大 株 主 及 び 持 株 比 率 李 堅         14.2％ 

琴井 啓文        7.3％ 

日本ﾏｽﾀｰﾄﾗｽﾄ信託銀行 

株式会社（信託口）    6.5％ 

NTT ｺﾑｳｪｱ株式会社       6.5％ 

ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸ･ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ株式会社 6.5％ 

ＳＪﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ株式会社  100.0％

(14) 主 要 取 引 銀 行 みずほ銀行 

ＵＦＪ銀行 

三井住友銀行 

東京三菱銀行 

みずほ銀行 

ＵＦＪ銀行 

三井住友銀行 

東京三菱銀行 

資 本 関 係 当社は、新設会社の発行済株式総数の100％を保有します。

人 的 関 係 当社の代表取締役社長李堅が新設会社の代表取締役社長を

兼務するほか、4名の当社の取締役及び４名の監査役が新設

会社の取締役及び監査役を兼務いたします。 

(15) 当 事 会 社 の 関 係 

取 引 関 係 新設会社に経営指導をいたします。また、新設会社の資産

の一部を利用する予定であります。 

(16)株式会社サン・ジャパン（分割会社）最近３決算期間の業績 

 株式会社（分割会社） 

決 算 期 平成 14 年３月期 平成 15 年３月期 平成 16 年３月期 

売 上 高 （ 百 万 円 ） 3,066 4,195 6,290 

営業利益（百万円） 456 619 825 

経常利益（百万円） 441 588 817 

当期純利益（百万円） 254 344 480 
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１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 ( 円 ) 
47,886.57 14,380.15 5,911.32 

１ 株 当 た り 

配 当 金 ( 円 ) 

旧株 9,300.00 

新株①2,547.95 

新株② 280.28 

3,700.00 1,500.00 

１ 株 当 た り 

株 主 資 本 ( 円 ) 
315,442.02 100,202.61 36,953.04 

（注）１．１株当たり年間配当金を除き、連結の数値であります。 

２．売上高には、消費税及び地方消費税は含まれておりません。 

３．平成 15 年３月期においては、平成 14 年５月 30 日付で１株を２株に、また、平成 14 年 11 月 18 日付で１

株を２株に株式分割しております。平成 16 年３月期においては、平成 16 年２月 20 日付で１株を３株に株

式分割しております。 

４．分割する事業部門の内容 

(１) 分割する事業の内容 

情報サービス業の一切 

 

(２) 分割する事業の平成16年３月期における経営成績（単体ベース） 

 分割する事業( ａ) 当社16年３月期実績(ｂ) 比率（ａ／ｂ）

売 上 高 5,121 百万円 5,121 百万円 100.0％ 

売 上 総 利 益 1,345 百万円 1,345 百万円 100.0％ 

営 業 利 益 726 百万円 726 百万円 100.0％ 

経 常 利 益 705 百万円 705 百万円 100.0％ 

(３) 譲渡資産、負債の項目及び金額（平成16年９月30日現在）           （単位：百万円） 

資    産 負    債 

項 目 帳簿価額 項 目 帳簿価額 

流 動 資 産 2,438 流 動 負 債 1,423 

固定資産･投資等 1,012 固 定 負 債 94 

合 計 3,450 合 計 1,518 

（注） 新設会社が当社から承継する資産、負債の項目及び金額は、平成 16 年９月 30 日現在の貸借対照表上の数

値を基準としております。従って、分割によって実際に承継する金額は、これらと異なる可能性がありま

す。 

５．分割後の当社の状況 

(１) 商 号  株式会社ＳＪホールディングス 

(２) 事 業 内 容  グループを統括する管理運営会社 

(３) 本 店 所 在 地  東京都中央区新川一丁目26番２号 

(４) 代 表 者  代表取締役社長 李 堅 

(５) 資 本 金  985百万円（平成16年９月30日現在の資本金985百万円からストックオプション

行使による変動がないものと想定しております） 

(６) 総 資 産  3,191百万円（1,518百万円） 

（注）（  ）内は会社分割による減少見込み分です。 

(７) 決 算 期  毎年３月31日 
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(８) 業績に与える影響 

会社分割を実施する時期は来期を予定しており、本件会社分割が当社の当期の連結業績に与える影

響は軽微であります。 

なお、当社の単体業績については、分割後当社が持株会社となる結果、収入は子会社からの経営指

導料収入及び配当収入等が主なものとなり、費用は持株会社としての機能に関するものが中心となり

ます。 

 

以  上 


